
 

令和７年度 学力・体力向上プラン（１０月） 

 

   学校名 中央区立佃中学校 

 

１ 課題 

【４月】令和６年度学力向上プランの検証結果、学校評価の結果等によって明らかになった課題 

【１０月】令和７年度学習力サポートテスト、体力テストの結果等によって明らかになった課題 

 児童・生徒の学力の課題 

国 語 

【４月】 

・令和６年度「学習力サポートテスト」の「標準スコアによるカテゴリー間の比較」によると、どの学年も「我が

国の言語文化に関する事項」の正答率が全国・区の平均よりも4.1％～5.0％低くなっている。 

【１０月】 

・令和７年度「学力サポートテスト」の「標準スコアによるカテゴリー間の比較」によると、１学年は「書くこと」

の正答率が1.5%低く、２学年は「我が国の言語文化に関する事項」の正答率が区の平均よりも10.7％低くなって

いる。３学年は区の平均と変わらなかった。 

数 学 

【４月】 

・令和６年度「学習力サポートテスト」の平均正答率は、全国平均正答率をすべて上回っている。 

(1年:+3.2%,2年:+5.3%,3年:+8.5%) 

・第1学年では、区平均を2.2%下回っており、特に図形の問題の正答率が区平均と比べても低い。 

・第2,3学年では、区平均をそれぞれ1.4%,1.7%上回っているが、文字式や方程式の問題の正答率が他の問題と比べ

低い。 

【１０月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の平均正答率は、全国平均正答率をすべて上回っている。 

(1年:+8.5%,2年:+1.0%,3年:+5.1%) 

・第1,3学年では、区平均をそれぞれ+1.4%,+0.1%上回っているが、関数の問題がほかの問題と比べて、正答率が低

くなっている。 

・第2学年では、区平均を5.5%下回っており、関数とデータの活用の単元が特に低くなっている。 

社 会 

【４月】 

・令和６年度「学習力サポートテスト」の全体の正答率は全国平均を下回っている。特に「知識・技能」の問題の

正答率が、学年が上がるにつれ、低くなっている。 

・点数の分布を見ると、１年生は上下の幅が広く、最も多いのが５０点台となっている。３年生も最も多いのが５

０点台である。 

【１０月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の全体の正答率は、どの学年も全国平均と区の平均を下回っている。特に

第3学年の正答率が低く、全国平均を6.2％下回っている。 

・第1学年では、区平均を1.7%下回っており、特に歴史の古代と近代の正答率が低くなっている。 

・第2,3学年では、区平均をそれぞれ2.2%,2.7%下回っており、ともに地理の領域の正答率が低く、第2学年では古代

の歴史の正答率も低くなっている。 

理 科 

【４月】 

・令和６年度「学力サポートテスト」の全国平均正答率が下回っており、観点別に見ると２学年の「主体的に学習

に取り組む態度」以外は全国平均を下回っている。 

・全国平均正答率と比べて特に低い領域がある。１学年は「物質・エネルギー」（-4.6%）、２学年は「生命」（-14.5%）、

３学年は「地球」（-9.1%）となっている。 

【１０月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の平均正答率は、観点別に見ると「知識・技能」の正答率が特に低い。（全

国と比べて第１学年-1.5%,第２学年-4.3%,第３学年-5.8%） 

英 語 

【４月】 

・令和６年度「学習力サポートテスト」の平均正答率は、区の平均正答率を１年生は下回っており、２、３年生は

上回っている。（1年:-2.8 2年:+0.7 3年: +3.9） 

・1年生では、「読む」領域の問題の正答率が下がっている。 

・2,3年生では、「書く」領域の問題の正答率が下がっている。 

・英語が苦手な生徒が、既習の単語や文法がわからず、授業中学習に取り組めないことがあった。 

【１０月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の平均正答率は、区の平均正答率を２年生は下回っており、１年生は上回

っている。（1年:+0.2 2年:-6.1 3年: -0.7） 

・1,3年生は基礎的な学力の定着ができている。 

・2年生は、既習文法の定着を更に図るための取組が必要である。 

 

体力向上  

【４月】 

・全体的に運動嫌いな生徒が多く、課題に対して主体的に粘り強く取り組む生徒が少ない。反面、球技などの楽し

める活動に関しては、課題以外のところで楽しめる要素も見受けられる。 

・体力の全体的な低下が見られる。 

【１０月】 

・体力向上においても楽しさが見られる活動を、単元の特性に応じたトレーニングを実施する。 

・継続的なトレーニングを実施するようにする。 

 



２ 年度末までの目標及び指標、具体的な取組 

 年度末までの目標及び指標 具体的な取組 

国 語 

【４月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の正答率が、令和６年度

を上回るようにする。 

【１０月】 

・令和８年度「学習力サポートテスト」の正答率が、参加校平均

を上回るようにする。 

・漢字や文法や古典の音読など、基礎的な知識の定着を目指した

授業の充実に努める。 

・文法や語彙、古典に対する生徒の苦手意識

を軽減するゲーム形式の授業を実施する。 

・文法の小テストを行い、知識の定着を図る。 

・漢字・語彙チェックノートを、課題として

定期的に出し、学習を習慣づける。 

数 学 

【４月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の正答率が、令和６年度

を上回るようにする。 

【１０月】 

・令和８年度「学習力サポートテスト」の正答率が、参加校平均

を上回るようにする。 

・習熟度別少人数授業であることを活かし、机間指導を充実させ、

個に応じた指導を充実させていく。 

・習熟度別少人数授業を行い、区講師と連携

して机間指導を行い、個に応じた指導を充

実させる。 

・生徒が主体的に学習に取り組めるように問

題解決型の授業を多く取り入れたり、適切

な場面で ICT 機器を活用させたりする。 

社 会 

【４月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の正答率が、令和６年度

を上回るようにする。 

【１０月】 

・令和８年度「学習力サポートテスト」の正答率が、参加校平均

を上回るようにする。 

・基礎知識の習得に大きな課題が見られるので、適切な課題を出

すともに、小テストを実施して、知識の定着を図る。 

・丁寧に資料を読み取らせることで、資料活用能力を高める。 

・毎回の授業で効果的な振り返りを行う。 

・小テストを行い、知識の定着を図る。 

・ICT を活用して、資料から分かることを活

用する場面を多く設定する。 

・ペアワークやグループワークを取り入れ、

協働的な学習を促すことで、主体的に学ぶ

態度を育てる。 

理 科 

【４月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の正答率が、令和６年度

を上回るようにする。 

【１０月】 

・令和８年度「学習力サポートテスト」の正答率が、参加校平均

を上回るようにする。 

・知識の定着を図るために小テストの計画的な実施と授業の振り

返りを行う。 

・実験を多く取り入れ、実験操作の技能を養う。 

・授業の振り返りを行う際には、学習内容を

生徒が自分の言葉で説明できるようにす

る。 

・計算が必要な課題について、計算演習をす

る機会を十分に確保する。 

・３年間の理科指導の中で、多くの実験を行

えるように計画する。 

英 語 

【４月】 

・令和７年度「学習力サポートテスト」の正答率が、令和６年度

を上回るようにする。 

【１０月】 

・令和８年度「学習力サポートテスト」の正答率が、参加校平均

を上回るようにする。 

・単元ごとに単元テストを行い、こまめに復習を行う。 

・表現活動を多く取り入れ、豊かな英語力を育む。 

・習熟度別少人数授業を行い、区講師と連携

して生徒の理解度を把握しながら個に応

じた指導を充実させる。 

・生徒が主体的に学習に取り組めるように

ICT 機器などを活用して、理解を深める。 

体力向上 

【４月】 

・保健体育の授業が嫌いな生徒の比率を下げる。 

・振り返りや自分の課題に気づく・解決する姿勢を身につける。 

【１０月】 

・単元に応じたトレーニングメニューを実施する。 

・引き続き振り返りの時間の確保、課題解決方法を身に着ける。 

・保健の知識では、タブレットを活用しゲー

ム性のある内容で興味・関心を高め理解を

深める。 

・実技では、自分自身の課題に対してどれく

らいの改善が見られたかを評価できる内

容や学習カードを作成するようにする。 

 

個別最適な学びと協働的な学びの充実 

取組 

・数学科及び英語科では、よりきめ細やかな個に応じた指導の充実を図るため、習熟度別指導や少

人数指導を行う。定期考査前は、個別最適な学びの実現を目指し、放課後補習教室を実施する。 

・単元の中で、個別最適な学びの時間と協働的な学びの時間をバランス良く取り入れ、両者の一体

的な充実を図る。 

 

探究的な学びの充実 

取組 

・令和５年度から全教科等で取り組んでいる PBL（Problem/Project Based Learning）による実践

的な研究を継続し、新しい時代を築く力として課題解決能力等を育成するため、授業検討を行う。 

・総合的な学習の時間では、生徒が主体的に課題解決に向かうことができるテーマ設定をするとと

もに、カリキュラムマネジメントのもと、十分な時間確保ができるようにする。 

 

読解力の育成 

取組 

・読書感想文コンクールやビブリオバトルや NIE 教育（新聞作り）の取り組みを通して、考えてい

ることを文章にする機会を増やしていく。 

・各教科の中で、図書室を利用した授業を計画し、資料や文章を読み取り、学びを深める授業作り

に取り組む。 

 


